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急速に進展する生成 AI をはじめとする人工知能，IoT，ビッグデータの時代において，私たちが最

も必要とするのは，「情報とは何か」という本質的な概念を，「基礎情報学」の観点から理解することで

ある．本稿では，基礎情報学における 3つの情報概念を用いて，「情報Ⅰ」の体系化を試みる． 

 

１．はじめに 
コンピュータやプログラミングを扱うだけが情

報教育の全てではない．急速に進展する生成 AI を

はじめとする人工知能，IoT，ビッグデータの時代

において，私たちが最も必要とするのは，「基礎情

報学」の観点から「情報とは何か」という本質的な

概念を理解することである．基礎情報学は文理融

合の学問であり，そのエッセンスには，「情報一般

の原理」と呼ばれる，情報および情報技術の基底

にある概念の理解が含まれる． 

本稿では，基礎情報学における 3 つの情報概念

を用いて，「情報Ⅰ」の内容を新たな視点から体系

化することを試みる． 

 
２．基礎情報学 
2.1 日本学術会議による情報教育課程の設計
指針 
2016 年 3 月に，日本学術会議は「大学教育の分

野別質保証のための教育課程編成上の参照基準 

情報学分野」(1)を公表した．これに続き，「情報教

育課程の設計指針―初等教育から高等教育まで」
(2)において，初等中等教育から大学共通教育まで

の範囲となるべき体系を提案している（表１）． 

 

表１ 情報教育における分野の分類(2) 

 

これらのうち 4領域，5カテゴリには，情報学固

有の知識として「情報一般の原理」が含まれてい

る．「情報一般の原理」とは，情報の分類と，それ

に基づく記号，意味解釈，コミュニケーション等

の態様を体系化したものであり，基礎情報学がこ

こに含まれる．これは，高等学校の情報教育にお

いて，基礎情報学が必要不可欠であることを示す

明確な根拠となる． 

2.2 基礎情報学における３つの情報概念 
基礎情報学では，情報概念を図１の 3 層に分類

している．これらの間には，「生命情報⊃社会情報

⊃機械情報」という包含関係が成り立つ． 

 

図１ ３つの情報概念 
 
2.2.1 生命情報 
最も広義に位置付けられるのは「生命情報」で

あり，すべての情報は「生命情報」の範疇に含まれ

る．informという語源が示すように，情報は元来，

生物の内部（in）に形成（form）されるものであ

り，主観的な要素を多く含んでいる．これは，生物

が個々の経験や蓄積された歴史に基づいて情報を

形成していることを意味している． 

2.2.2 社会情報 
私たちは社会（共同体）の中で，コミュニケーシ

ョンを通じて情報が伝わっている感覚を持つ．こ

れは「生命情報」に内包される「社会情報」の存在

によるものである．「社会情報」とは，言語や記号

を通じて意味や価値を伝達する情報の形態を指す． 
2.2.3 機械情報 
最も狭義の「機械情報」は，「社会情報」のうち

意味が欠落・潜在化した情報である．コンピュー

タが扱う 0 と 1 のビット列は，「機械情報」の典型

的な形態である．コンピュータは，「機械情報」の

複製や伝送，高速処理は可能であるが，直接的に

意味を伝えることはできない． 



３．「情報Ⅰ」と３つの情報概念の関係 
本章では，「情報Ⅰ」の内容について，「基礎情報

学」における 3 つの情報概念の視点から新たな体

系化を試みる．表２は，「情報Ⅰ」の内容のうち，

３つの情報概念と主に関連する項目を一部列挙し

たものである． 

 

表２ 「情報Ⅰ」の内容と関連する情報概念(3) 

情報Ⅰの内容 関連する主な情報概念（例） 

(1) 情報社会の問題解決 
・知的財産：生命情報 

・個人情報とプライバシー：生命情報 

(2) コミュニケーションと 

情報デザイン 

・コミュニケーション：社会情報 

・情報デザイン：生命情報、社会情報 

(3) コンピュータと 

プログラミング 

・コンピュータ：機械情報 

・プログラミング：機械情報 

(4) 情報通信ネットワーク 

とデータの活用 

・情報通信ネットワーク：機械情報 

・データの活用：社会情報、機械情報 

 

3.1 情報社会の問題解決 
「情報社会の問題解決」の領域では，「生命情報」

の枠組みを軸に知的財産や個人情報等が考察され

る．例えば，著作権に関わる諸問題の解決には，主

観的な情報という視点が不可欠である． 

3.2 コミュニケーションと情報デザイン 
「コミュニケーションと情報デザイン」の領域

では，「社会情報」を軸に考察される．例えば，成

果メディア（社会情報を論理的に媒介するメディ

ア）の観点からコミュニケーションの分類を分析

することが可能である．また，情報デザインにお

ける配色の工夫では，人によって色の認識が異な

ることを考慮する「生命情報」の理解が求められ

る． 
3.3 コンピュータとプログラミング 
情報科学の「コンピュータとプログラミング」

の分野は，「機械情報」を中心に扱う．例えば，人

工知能（AI）が情報の意味を理解できないのは，

「機械情報」の性質によるものである． 
3.4 情報通信ネットワークとデータの活用 
「情報通信ネットワーク」の分野も情報科学分

野の一部であり，「機械情報」と密接に関係してい

る．さらに，「データの活用」の領域では，データ

から意味を抽出して新たな知見を獲得するデータ

サイエンスの手法が重要である．この過程におい

ては，「社会情報」と「機械情報」の双方が深く関

与しており，データサイエンスの重要性を位置づ

けるインターフェースとなる． 
 
４．考察とまとめ：３つの情報概念を用いた「情

報Ⅰ」の体系化 
本研究では，基礎情報学における 3 つの情報概

念を用いて，「情報Ⅰ」の内容の体系化を試みた．

その結果，「機械情報」と密接に関連する「コンピ

ュータとプログラミング」と「情報通信ネットワ

ーク」の統合が有効であることが明らかになった．

さらに，「社会情報」と「機械情報」の重要な接点

として，データサイエンスの基礎（データの活用）

を「情報Ⅰ」の集大成として配置することを提案

する．この新たな枠組み（図２）は，「情報Ⅱ」の

カリキュラムとも整合性を持たせることによって，

教育的な連携と深い理解を促進するための基盤を

形成すると考えられる．この体系的アプローチに

より，「情報Ⅰ」はより一層実践的で理論に基づい

た学習が可能になると考えられる． 
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